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［技 能 目 標］社会や個人にかかわる現象についてマトリクスを用いて分析し，合理的な解釈を行
い，社会事象や価値観を客観的に記述できる。
 単元計画
段階目 標主な問い題 材時
習得
Ⅰ．個人の消費行動は個人がこれまで獲得してきた価値観によって決定され
ることがわかる。
Ⅱ．個人の消費行動は個人のみならず，社会が共有している価値観によって
決定されることに気づく。
Ⅲ．個人の消費行動を，マトリクスを用いて分析することができる。
◎消費者の行動を調べ
るためにはどのよう
な方法があるか？
◎なぜ，消費行動に違
いがうまれたのか？
ドレスシャツ
から探求する
社会科
１
活用
Ⅰ．年中行事や通過儀礼は，日本という地域の中で共有される価値観によっ
て継承されていることがわかる。
Ⅱ．地域社会の祭りは，ただ伝統の保存や地域社会のつながりの確認という
観点からのみ行われるのではなく，観光目的や地域おこしの目的から，本
来の慣習や伝統を改変したり，新しい価値観を創造していたりしているこ
とに気づく。
Ⅲ．地域社会の祭りをマトリクスを利用して，類型化できる。
Ⅳ．例題としてあげた地域の祭りについて，改善案を一つ提案できる。
◎なぜ，日本人は年中
行事を続けるのか。
◎祭りはどのように作
られるのか。
地域の祭りと
価値観２
Ⅰ．異なる国や地域の人々がもつ価値観を理解し，お互いの生き方やあり方
の違いについてわかる。
Ⅱ．あらゆる国や地域の人々に共通する「使いやすさ，おいしいもの」など
を「善い」とする価値観に気づき，異文化間の価値観の違いに考慮しなが
ら，顧客を満足させる最適な方法を提案できる。
Ⅲ．宗教や文化の違いに応じてもてなし方や営業の戦略についてマトリクス
を用いて分析できる。
◎価値観は国や地域の
人々にとってどのよ
うな働きをするの？
◎おもてなし戦略をマ
トリクスにして分析
しよう。
文化と価値観３
Ⅰ．個人の帰属意識は，国家，会社，学校などの社会的要因と，言語や宗教
などの文化的要因という可変的なものと人種，うまれ，時間などの自然的
要因という，不可変なものが組み合わさって形成される価値観によって生
じていることがわかる。
Ⅱ．紛争はⅠ．によって形成される異なる価値観の対立によって引き起こさ
れているが，個人の帰属意識は状況に応じて変化させることも可能であり，
紛争状態の解消の戦略として，共通する価値観の要素を洗い出し，対立し
た集団同士に共通の価値観を少しでも増やしていく方法があることに気づ
く。
Ⅲ．マトリクスを用いて帰属意識を形成する要因を分析できる。
◎個人の帰属意識は何
によって作られるの
か。
◎個人の帰属意識は固
定化して変わらない
ものか？
◎紛争を解消する方法
を提案できるだろう
か？
紛争と価値観４
 展開例（第１時）
―１３６―
主な知識教授・学習活動主な発問段階
天然素材の方が高い。希少性が高いから。
化繊は価格が安いから。天然素材は肌によ
い。ブランド価値がありそう。
図をつくる？
○Ｂ．安くて天然素材を選ぶことが賢い買い
物だ。
◎Ⅲ
Ａ…高くても素材の良さにこだわる。デザイ
ンやブランドにこだわる人。価格は問わな
い。
Ｃ…機能素材なので高価。真夏などの特殊な
気候条件に対応する商品なのではないか。
Ｄ…肌触りが悪くても，とにかく価格にこだ
わる人。デザインやブランドは問わない。
◎Ⅰ 消費者の行動はライフスタイルや生
活経験によって形作られた個人の価値観が
影響を与えるのではないか。
価格が安いものでないと消費者が買ってく
れないから。
◎Ⅱ 「安いもの」を買うという社会の価値
観が個人の消費行動にも影響を与えてい
る。
Ｔ．発問する
Ｐ．考え，意見交換する
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．考える
Ｔ．説明する
Ｐ．聴く，描く
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
Ｔ．発問する
Ｐ．答える
天然素材と化繊のシャツ。どちらが高い？
その理由はなぜ？
あなたはどちらを買いたい？それはな
ぜ？
◎消費者の行動を調べるためにはどのよう
な方法があるのか。
◎マトリクスを作ってみよう。
○合理的に行動すると仮定して，消費者はＡ
～Ｄのどれを選択する？その理由は？
◎Ｂが市場にあるのに，現実にはＡ，Ｃ，Ｄ
を選択する消費者がいる。なぜだろう？
◎消費者の行動の背景にはどのようなもの
があるのか。なぜ，消費行動にちがいが生
じるのか。
昔は，化繊素材のシャツを探す方が苦労し
たはずだ。シャツといえばみんな天然素材
だった。なぜ，そのような状況が現在では
逆転しているの？
◎個人の消費行動にはそのほかにどのよう
な価値観が働いているのか？
導 入
展 開
まとめ
高い
天然素材
ＡＣ
化繊
ＢＤ
安い
Ⅳ．生徒の変容について
 新聞ノートについて
研究授業の効果を検証するために，平成26年度
当初から実施したNIEの課題（新聞ノート）の変
容を分析した。検証では，主に社会科のペーパー
テストのスコアに準拠して，Ａ（上位層），Ｂ（努
力を要する層）の２名を抽出した。
新聞ノートは，任意の新聞記事を生徒に選ばせ
てその記事内容を読み取り，その内容について考
えを陳述したり，批評を加えたりする課題である。
毎週金曜日に提出することとし，初回にオリエン
テーションを行った。約束事として１回につき，
Ｂ５ノートを見開き１ページ使用することにし
た。左側ページには自分が選んだ記事を張り付け，
右側ページに①内容の整理②分析③意見（批評）
の３項目を加えるように指導した。
 上位層（生徒Ａ）の場合
Ａは社会科の成績も学年でトップクラスであ
る。性格は控えめであるが，年度初めより意欲的
な学習態度がみられた。
① マトリクス習得前
読売新聞の５月の朝刊（日付を忘れた，とコメ
ントがある）である「子供の数が前年比16万人減
少」という記事をとりあげている。Ａは「社会科
でもよく取り上げられる課題だ」として「子育て
世代を中心に親に対する補助を増やした方がよ
い」と意見を書き，さらに記事にある「震災後に
減少した福島県で最も減少幅が改善した」という
記事に注目している。「原発（事故後）の危険が
少なくなり，別の県に移る人が減少したのではな
いか」という因果関係によって自分の解釈を形成
している。以上からＡは，４月の段階から思考技
能がかなり活用できているといってよい。
② マトリクス習得直後
マトリクスの授業を行った直後にＡは，９月27
日付の読売新聞の大阪府羽曳野署での逮捕状請求
書を署内に放置していたという記事を取り上げ
た。
ノートの前半でＡは記事から事実を整理してい
る。文体はルポ調で，あらかじめ筆者を読者とし
て想定していることがうかがえる。事実の整理の
あと，「この事件当時，その事件がもっている署
（ママ）はどのようにすればよかったのだろうか。
このときの状態をマトリクスを使ってみてみよ
―１３７―
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●Ａの作成したマトリクス
Ｘ＝人手
Ｙ＝仕事量
多
多
ＢＤ
少
ＡＣ
少
う」として，マトリクスを作成している。図のよ
うに，当時はＤの状態であったとしている。そこ
で効率の観点から「Ａの部分に入るような署から
人手を借りると，忙しくなくなり，たまることが
減るので（請求書を）放置することも減る」とし
ている。マトリクスで分析した内容はまだ素朴で
はあるが，マトリクスを使って図解化しようとす
る意欲がうかがえる。
③ マトリクスの活用
マトリクス１
12月３日の読売新聞の朝刊の衆議院選挙の記事
を用いてＡはマトリクスの応用を試みている。Ａ
は今回の記事で従来型の四象限のマトリクスのほ
かに，「囚人のジレンマ」を授業で紹介したとき
に図示したゲーム理論に関するマトリクスを民主
党と自民党の勢力の分析に用いている。上記の表
がＡが作成したマトリクスである。Ａは「①が今
回の選挙」の状態だとしている。Ａは民主が「協
力的」ではなく「消極的」であるととらえている
から①としたのだろう。だが，「望ましいのは②
のともに積極的に攻撃的な活動をすることだ」と
している。この表を作成するにあたって，Ａは各
政党の立候補者数，選挙準備期間，過去の立候補
者数の増減，党勢などの項目を用いてそれぞれに
評価を与えている。この作業によって，Ａは１の
マトリクスを作成した。
マトリクス２
Ａは，課題を解決するために複数のマトリクス
を作成し，多角的に社会事象を分析している。こ
の記事は，全国で自民・公明が議席を大幅に増や
すなか，大阪府で維新の党が議席を後退はしたも
のの，維持できた事に言及しているのだが，Ａは
その要因について，大阪府での選挙結果について
もマトリクス２を作成し，全国と比較している。
そして，まとめとして以下のように締めくくって
いる。
理由の一つには，維新の党が大阪府と関わりが
深い政党であることがある。大阪府を本拠地とし
て活躍していたからである。
選挙にも広告の技が使われている。事前に維新
が「完敗宣言」をだした。あえて，逆の手をつ
かってうまく広告を行ったのだ。
以上のように，Ａはマトリクスを活用し，主体
的に課題を設定し，その課題を解決できるように
なったのである。
 努力を要する層（生徒Ｂ）の場合
Ｂは運動部に所属し，真面目な性格である。定
期テストのような範囲が確定したテストでは70％
はスコアをとることが出来るが，全県下の実力テ
ストでは50％をとることが出来ず伸び悩んでい
る。
① マトリクス習得前
１学期の新聞ノートは率直に言って「手抜き」
であった。たとえば，５月30日の課題では，新聞
名も示さず「マツダのアクセラ」の自動車の広告
を張り付けて，
「人とクルマがひとつになる」感覚をつくり出
したということなので，走りやすいなーと思っ
た。
と，単に感想を述べるだけにとどまった。これに
対して，「企業のブランドイメージを形成する手立
てを分析してみては？」とアドバイスを書き記し
た。広告記事を分析させ，マーケティング的な技
能を身につけさせようと考えたからである。Ｂは
このアドバイスに従ってその後，新聞上に載せら
れる企業の広告記事の分析を続けた。
② マトリクスの習得直後
―１３８―
自民党
攻撃協力，消極
民，自 ①民，自協力，消極民
主
党
（２，８）（５，５）
民，自 ②民，自攻撃 （５，５）（８，２）
自民党
攻撃協力，消極
１，９５，５協力，消極大
阪
維
新 ６，４９，１攻撃
●Ｂの作成したマトリクス
Ｘ＝性能
Ｙ＝価格
高い
使いやすい
ＡＣ
使いにくい
ＢＤ
安い
研究授業後，さっそくＢはマトリクスを用いて
新聞広告記事の分析を行った。「匠の切れ味」と
題した９月18日の朝日新聞に掲載された広告記事
である。「図のつめ切りは買う価値があるのか？」
と課題設定をして，マトリクスを作成した。以下
はＢの実際の記述の一部を抜粋したものである。
このように，マトリクスを用いる分析方法を
使ってはいるが，やはり，扱う内容は素朴であり，
まだ高度な社会研究とは言い難い。
③ マトリクスの活用
Ｂはその後もマトリクスを活用して新聞広告の
分析を続けた。次第に，マトリクスの項目も高度
なものになってきて，「思考」という欄を設けて
課題を設定し，マーケティング的な手法を活用し
ようとした。研究授業以降に学習した経済分野の
企業単元で，マーケティングを扱った授業を行っ
た影響が見受けられる。
授業の中で，「米国アウトドアブランドのパタゴ
ニア社が変わった広告記事を出したことがある」
と言及したことに興味を持ったＢは，パタゴニア
社が2011年の11月末の年末商戦に向けて掲載した
「Don’tbuythisjacket」という記事をインターネッ
トを利用して主体的に調べた。もちろん，英語の
記事であるので，Ｂは「このジャケットを買う
な！」という記事の内容を丁寧に翻訳している。
「リユース，リサイクル，リデュース」の３Ｒは
授業で学習したが，このパタゴニアの記事の主眼
は４つ目のＲである「リペア」にある。Ｂは教科
書の内容を新聞ノートによって深めている。「普通
なら買ってほしいはず。（この記事は）逆効果」
として，「なぜこのような広告をだしたのか」と
課題を設定している。そして，分析の結果「（４
つのＲによって）お客様からの信頼を得ようとし
ている」ことに気づいている。そして，この広告
は「強いインパクトを（消費者に与えて）注目さ
せる」ねらいがあったと結論づけた。さらに，「本
当は買ってほしいのだから，長所や補足を書かな
いと，（ねらいに反して）逆効果になる」と補足
をつけている。
Ｂはこの頃になると，県下の実力テストのスコ
アも８割を獲得し，大きく伸びている。Ｂにとっ
てマトリクスを用いて企業の広告を分析するとい
うことは，社会に対する好奇心と認識を深めると
いう点で有益であったといえるだろう。
 小 括
以上，２名の新聞ノートの変容を取り上げて，
授業効果を検証した。この２名だけでなく，多く
の生徒がマトリクスを用いて新聞ノートを作成す
るようになり，扱う記事も次第に身近なコミュニ
ティの話題から政治的，経済的な問題に言及する
ようになってきた。
ただし，年度初めから課題を提出しないという
生徒がいることも明記しておかねばならない。こ
の点に関しては全員の生徒の意欲喚起がまだまだ
不十分であったといえる。しかし，そうした生徒
も，マトリクスを使って授業を行うと「わかった」
「おもしろかった」と授業後の振り返りシートに
コメントをしており，授業でも発表する機会も増
えた。遅々とした歩みではあったが，少しずつこ
うした層の生徒も社会科で扱う知識が，現実社会
を理解するために有益であるという認識が芽生え
てきていた。
―１３９―
［Ｂの記述］
・使いやすい／・誰でも使える／・限定モデルはＡに分類
し，「誰でも使える，壊れにくい」など 100個／・スチー
ルで作られているので壊れにくい。
しかし，高い（短所）
（結果）長所が多く，短所が少ないので，買う価値はあ
る。
●パタゴニアの広告マトリクス（Ｂの記述抜粋）
Ｘ＝おすすめ
Ｙ＝目立たせる所
※Ｄがパタゴニアの広告。強いインパクトを与えて注目
させる。本当はかってほしいときは，長所や補足を書
いておくべき。逆効果の可能性もあるので注意。
まとめ：リスクを背負って広告に注目させよう。
良い
する
ＡＣ
しない
ＢＤ
悪い
…従来
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Ⅴ．まとめにかえて
以上，マトリクスの習得と活用を組み込んだ授
業実践によって，従来の「理論」偏重の授業から，
社会研究を行うための思考技能に習熟しながら，
社会認識を深めていこうとする生徒を育成する授
業改善の成果を検証した。
本研究の意義は，生徒たちが授業の中で習得し
たマトリクスを新聞ノートの課題において実際に
活用し，年度初めの課題に比べると明らかに社会
を見る目が深まったことがまず挙げられる。社会
科のペーパーテストの上位層はもちろん，努力を
要する生徒もマトリクスの習得によって，次第に
課題に主体的に取り組み，授業者も予想しなかっ
た水準まで社会に対する興味関心を深めていっ
た。
生徒たちにとって，マトリクスという汎用性の
高い分析器具の習得は，難しい社会の仕組みを理
解するために有益であったといってよい。結果と
して，社会が「面白い，わかる，もっと知りたい」
と感じることが出来た生徒が増加したことが，新
聞ノートの変容によって裏付けられた。
しかし，マトリクスにも課題がある。それは，
マトリクスはシンプルでわかりやすい反面，「いっ
たんフレームワークに慣れてしまうと，その枠組
みでしか考えられなくなる19)」という悪影響も起
こしかねないのである。すでに紹介したように上
位層の生徒の中には，習得したマトリクスを対象
に応じて自分なりにアレンジして分析検討しよう
とする事例がみられたが，多くの生徒がそこまで
には達していない。まずは使ってみる，というレ
ベルにとどまった生徒も多いことも課題の一つで
ある。また，単元構成において，社会認識対象を
生徒にとって身近に感じられると考えられる領域
から次第に公共性の高い題材を扱っていくという
方法をとったが，後半のパートになると生徒の躓
きが見られた。抽象的であったり，広範囲の地理
的領域を扱ったりする授業において生徒の思考，
理解の実態に即した授業改善がなしえたか，とい
う問いについては課題が残った。
このような課題を克服すべく，生徒の実態や課
題に応じたマトリクスの習得・活用の方法を今後
検討したい。
